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立
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セ
ン
タ
ー
専
務
理
事

　
政
府
の
地
方
創
生
関
連
法
案
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
と
、
活
性
化
に

取
り
組
む
地
方
自
治
体
を
国
が
一
体
的
に
支
援
す
る
「
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
の
２
法
案
が
可
決
・
成
立
し
た
。
わ
が
国
が
直
面
す
る
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
対
応
し
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏
へ
の
人
口

の
過
度
の
集
中
を
是
正
し
、
各
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
で
将
来
に

わ
た
り
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
実
施
す
る
「
総
合
戦
略
」
が
動
き
出
し
た
。
中
で
も
、
「
し
ご
と
創
生
」
は
地
方

に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
。
地
域
に
お
け
る
魅
力
あ
る
多
様
な
就
業
機
会
の
創
出
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
産
業
立
地
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

地方創生に向けた産業立地動き出す地方

新
産
業
の
立
地
集
積
を
進
め
る
地
方

円
安
で
工
場
が
国
内
回
帰

地
方
創
生
で
高
ま
る
産
業
立
地

（ ） 【広告特集】 ２０１５年 平成２７年 ３月１２日 木曜日 　　

　
地
方
の
活
性
化
を
目
指
す

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
が
成
立
し
、
本
格
的

に
地
方
創
生
に
動
き
始
め

る
。
か
つ
て
の
竹
下
内
閣
の

「
ふ
る
さ
と
創
生
」
と
似
て

い
る
が
、
自
治
体
に
黙
っ
て

１
億
円
が
配
ら
れ
る
の
で
は

な
い
。
各
地
域
の
知
恵
、
ア

イ
デ
ア
を
募
り
、
そ
の
事
業

資
金
を
交
付
税
な
ど
で
み
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
ら
の
地
域
の
資
源
を

再
度
見
つ
め
直
し
、
地
域
の

強
み
を
い
か
に
生
か
す
か
が

問
わ
れ
る
。
観
光
で
生
き

る
、
産
業
で
生
き
る
、
農
業

で
生
き
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を

把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め

る
。
い
か
に
知
恵
を
出
す
か

が
肝
心
で
あ
る
。
特
に
、
産

業
振
興
で
は
雇
用
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
解
消
と
地
域
の
付
加
価

値
の
向
上
が
重
要
と
な
る
。

従
来
型
の
単
純
労
働
の
工
場

誘
致
か
ら
、
地
域
で
の
中
核

企
業
の
育
成
、
本
社
機
能
や

研
究
開
発
部
門
の
誘
致
な
ど

安
定
し
て
や
り
が
い
の
あ
る

雇
用
の
場
を
確
保
し
、
若
者

の
定
着
や
子
育
て
環
境
の
整

備
な
ど
を
進
め
る
。
そ
の
促

進
策
と
し
て
、
本
社
機
能
や

研
究
開
発
部
門
を
東
京
な
ど

都
市
部
か
ら
地
方
に
移
転
、

拡
充
し
た
場
合
に
減
税
や
雇

用
の
補
助
を
用
意
。
地
方
が

有
機
的
に
活
動
す
る
た
め
、

専
門
家
の
派
遣
や
相
談
窓
口

な
ど
も
拡
充
す
る
。

　
工
場
立
地
は
景
気
回
復
に

よ
る
設
備
投
資
の
高
ま
り
で

工
場
の
立
地
件
数
が
増
加
し

て
い
る
。
経
済
産
業
省
の
２

０
１
４
年
上
期
の
電
気
業
を

除
く
立
地
件
数
は
５
０
０
件

前
年
同
期
比
１
４
７
件
増
、

・
６
％
増
、立
地
面
積
は

６
１
６

同
１
９
０

増
、

・
６
％
増
で
、立
地
件
数

・
面
積
と
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
も
地
方
創
生
に
追
い
風

と
な
っ
て
い
る

図
１
。

　
経
産
省
が
２
月
に
発
表
し

た
１
月
の
鉱
工
業
生
産
指
数

速
報
で
は
、
２
０
１
０
年
を

１
０
０
と
し
た
指
数
で
１
０

２
・
６
と
前
月
に
比
べ
４
％

上
昇
し
、
２
カ
月
連
続
で
前

月
を
上
回
っ
た
。
出
荷
指
数

も
１
０
３
・
９
と
同
５
・
８

％
上
昇
し
て
着
実
に
生
産
が

回
復
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加

え
円
安
で
投
資
先
が
国
内
に

向
か
っ
て
お
り
、
モ
ノ
づ
く

り
回
帰
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
高

級
白
物
家
電
を
中
国
か
ら
静

岡
工
場
へ
移
管
す
る
こ
と
を

発
表
。
日
産
自
動
車
や
キ
ヤ

ノ
ン
な
ど
主
力
企
業
の
国
内

回
帰
を
検
討
す
る
動
き
が
出

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
８
年

ぶ
り
に
秋
田
県
に
新
工
場
を

建
設
す
る
方
針
を
決
め
る
な

ど
、
製
造
業
の
国
内
回
帰
の

動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
円
安
に
よ
る
生
産

拠
点
の
国
内
回
帰
は
需
要
地

に
近
い
場
所
で
生
産
す
る

「
地
産
地
消
」
を
基
本
と
す

る
企
業
が
依
然
と
し
て
多

く
、
国
内
回
帰
の
本
格
化
の

可
能
性
は
不
透
明
で
あ
る
。

　
最
近
の
企
業
設
備
投
資
は

次
世
代
産
業
へ
の
投
資
が
活

発
化
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ

に
次
世
代
自
動
車
が
あ
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
世
界
に
先

駆
け
た
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ

Ｖ

「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

ミ
ラ

イ

」
を
発
売
し
順
調
な
売

れ
行
き
に
あ
り
、
ホ
ン
ダ
も

年
度
中
に
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
販
売

を
予
定
し
て
い
る
。
水
素
を

燃
料
と
す
る
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
販
売

は
水
素
社
会
元
年
と
い
わ

れ
、
水
素
関
連
部
品
生
産
や

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

な
ど
地
方
で
の
新
た
な
投
資

の
引
き
金
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
航
空
機
業
界
で
は

「
Ｙ
Ｓ

」
以
来
約

年
ぶ

り
の
国
産
旅
客
機
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ

三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ

ッ
ト

」
の
初
飛
行
が

年

５
月

日
に
予
定
さ
れ
て
お

り
、
航
空
機
産
業
の
幕
開
け

を
迎
え
る
。
航
空
機
の
部
品

な
ど
は
東
海
地
域
や
広
島
県

を
中
心
に
、
機
体
や
エ
ン
ジ

ン
部
品
の
生
産
を
既
に
行
っ

て
い
る
。
特
に
、
東
海
地
域

は
国
内
に
お
け
る
部
品
生
産

比
率
が

％
を
占
め
る
。
Ｍ

Ｒ
Ｊ
の
本
格
生
産
に
よ
っ
て

東
海
地
域
は
航
空
機
産
業
の

一
大
集
積
地
へ
進
む
。
さ
ら

に
、
関
東
、
東
北
地
域
で
は

Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
福
島
県
相
馬
市

に
、
群
馬
県
に
富
士
重
工
業

が
エ
ア
バ
ス
用
エ
ン
ジ
ン
、

プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
・
ホ
イ

ッ
ト
ニ
ー

Ｐ
＆
Ｗ

の
エ

ン
ジ
ン
部
品
生
産
を
増
設
す

る
な
ど
、
各
地
域
で
航
空
機

産
業
が
広
が
り
を
み
せ
て
い

る
。

　
高
齢
化
社
会
の
時
代
に
入

り
、
医
薬
・
医
療
産
業
も
各

地
域
で
の
設
備
投
資
が
進
ん

で
い
る

図
２

。
三
重
県

は
三
重
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
レ
ー

構
想
で
大
学
医
学
部
と
県
内

病
院
と
の
連
携
に
よ
る
疾
患

デ
ー
タ
の
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を

構
築
し
、
地
域
ご
と
の
病
気

や
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
に
活

用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴

い
、
地
方
で
は
医
薬
・
医
療

関
係
産
業
の
誘
致
に
も
力
を

入
れ
、
医
療
ク
ラ
ス
タ
ー
の

地
域
創
生
を
図
る
動
き
が
活

発
化
し
て
い
る
。


